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一一人工呼吸関連機器

TTLモデル騎

TTLモデル締は、再現性のある自発呼吸をシミ

ュレートできる、又は病的勝と同じ条件をこまかく

設定できるなどの特徴を備えています.呼吸生理の

教育を担当される方から人工呼吸の呼吸仕事量を検

討される研究者、人工呼吸器の製造メーカーまで、

世界でも広く使われています。呼吸仕事量の研究論

文からTTLの使われ方について紹介いたします。
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CPAPの可能な7つの徴種での呼吸仕事量を測
り、 5iリザーパ パックの定常波装置と比較検討
した.自発呼吸のシミュレーションに、モデル腕を

使用した.結論として、 CPAP装置により、呼吸
仕事量の増加に大きな違いがあることがわかった。

モデル肺を使った条件下で、デマンドタイプの呼吸

器の中にも定常波+リザーパ パック装置と同等あ

るいは優れたものも見られた.
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方法

肺モデルは、ミシガン・インスツルメンツ社製ト

レ ニングテスト肺 (TTL)を使い、自発呼吸を

シミュレーションした(図1)0 TTLは2つの肺

を待っている。それぞれの肺で、コンプライアンス

と気道抵抗を調節できる。二つの肺は、肺の外側で

機械的につなげられている。そのため、一方の肺を

エマーソン社製人工呼吸器による機械換気をすると

(呼吸筋のシミュレーションに当たる)、もう一方

の肺に受動的なガスの出入(自発呼吸時の肺のシミ

ュレーションに該当)が起きる.機械換気された勝

の動きには関係なく、自発呼吸のシュミレーション

をされた肺の中のガスは、勝の外に呼出することが

できる。 CPAPレベルを変更することで、 FRC
(機能的残気量)レベルを変えることができた。

エマーソン人工呼吸器によって、標準的な自発呼

吸を作ることができた。....騎の設定は日加l/CIIHzO

(コンプライアンス)と5.45C11HzO/L/s(ID7輔のEt

チュ プに相当する気道抵抗)であった。検討した

機種は(1)定常波+5i/分のリザーパーパック装置
(2)エマーソン社製デマンド装置(3)サ ボ鋭肱(4)ベネ

ット72Q()(5)サーボ筑泊以6)ペアー2(7)エングストロー

ムエリカ(8)CPU-lである。
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